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中間報告説明会（出前講座含む）にかかる周知方法

 広報伊丹１１月１５日号 １面

 １１月１４日朝日新聞

 市ホームページ

 各公共施設へのチラシ配架

 市SNS（facebook・twitter）

（その他）中間報告結果概要

 １０月２４日 神戸新聞、朝日新聞、読売新聞
 １１月７日 毎日新聞
 市長の部屋～ふじわラジオ１１月１０日放送
 市ホームページ
 広報伊丹１２月１日号 ふじわランド

11月14日朝日新聞11月15日広報伊丹



実施概要

①きららホール
日時：11月23日（土・祝）10時～11時
定員：100名
参加者：10名
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②ラスタホール
日時：11月25日（月）18時～20時40分
定員：200名
参加者：33名

③中央公民館
日時：11月30日（土）14時～15時30分
定員：200名
参加者：30名

11月23日きららホール

11月25日ラスタホール

■説明会

■出前講座 ※11月末時点

日程：11月19日（火）～26日（火）
団体数：3団体
参加者：53名

11月30日中央公民館
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市民からの主な意見（類型別意見）

１．近畿中央病院の存続ついて

① 統合した場合、近畿中央病院はどうなるのか。
② 現在、近畿中央病院で診療を受けており、近くから無くなることは困るので、要望として近畿中央

病院を残して欲しい。
③ 近畿中央病院がなくなるのであれば、地域の医療を守るために市が率先して何らかの医療機能

を残すよう要望します。
④ 近畿中央病院の果たす役割は何なのか。

２．医療機能ついて

① 分娩等への対応はどうなるのか。NICUもできるのか。

② 伊丹市内に高度な医療を提供できる病院ができることは賛成であるが、統合により病床数が減
るのに回復期の受け皿病院を確保することはできるのか。

③ 市内完結率80％を目指す必要があるのか。
④ 現地建て替えの工事期間中、診療機能が停止されることはないのか。

３．病床数ついて

① 両病院で病床数が200床減ることになるが大丈夫か。
② 病床規模を大きくすることで、医療機能を充実させるということか。
③ 新病院が良い病院になることを期待している。新病院が高度急性期病院を目指し、良い医療機

器、医師を確保すれば、市外から患者が流入する可能性等を考慮した上で600床規模で対応で
きるのか検証をして欲しい。
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６．その他

① 現地建て替えを行う場合、土地を確保できるのか。
② 平均在院日数短縮の主な要因は何か。
③ 新病院建設にかかる事業費の規模はどの程度か。市の財政は大丈夫なのか。
④ 我々の集めた署名や説明会で述べた意見は検討内容にどのように反映されるのか。
⑤ 今回の説明会に対する質疑応答の記録を公表して欲しい。
⑥ 12月以降も出前講座等で詳しい説明をお願いしたいと考えています。
⑦ いい病院を作って欲しい。
⑧ 医師の確保が大切だと思う。

５．アクセスついて

① 南部から市立伊丹病院に向かう市バスのアクセス、利便性を向上させてほしい。

４．経営形態ついて

① 統合した場合、経営形態はどうなるのか。地方独立行政法人化せずに公立病院として残して
欲しい。

② 市が主体となって運営して欲しい。


